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一
、
応
募
〆
切
　
平
成
十
四
年
一
月
十
五
日（
火
） 

一
、
提
出
先
　
　
長
洲
町
議
会
事
務
局 

　
　
　
　
　
　
　（
☎
七
八
ー
三
一
一
一
　
内 

三
二
一
） 

一
、
様
式
等
　
　
ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
及
び
持
参
可 

　
　
　
　
　
　
　（
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
七
八
ー
一
〇
九
二
） 

　
心
機
一
転
、
”議
会
だ
よ
り
“
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
募

集
し
ま
す
。（
例
「
み
ち
し
お
」・「
み
ら
い
」・「
く
す

の
木
」
等
）
何
で
も
自
由
で
す
。 

未来へ翔ばたけ“ながすっ子”未来へ翔ばたけ“ながすっ子”



新
し
い
議
員
の
誕
生
後
に
初
の
議
会
が
十
月
二
十
六
日
招
集
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
ず
議
長
に
松
野
司
議
員
、
副
議
長
に
山
村
良
臣
議
員
を
選
出
。
各
常
任
委
員
会
を
は
じ
め
と
す
る
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
分
担
が
決
ま
り
ま
し
た
。
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
各
議
員
の
抱
負
を
添
え
て
紹
介
し
ま
す
。 

（
枠
内
は
所
属
常
任
委
員
会
、
◎
は
委
員
長
、
○
は
副
委
員
長
） ○

福
永
　
栄
助 

（
宝
　
町
） 

　
一
期
、
四
年
間
の
貴
重
な
経

験
を
基
に
、
納
税
者
お
よ
び
町

民
の
代
表
と
し
て
予
算
（
税
金
）

の
使
わ
れ
方
を
厳
し
く
チ
ェ
ッ

ク
、
監
視
す
る
と
い
う
議
員
本

来
の
役
割
を
「
凛
と
し
て
」
果

た
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
お
り

ま
す
。 

池
上
　
満
則 

（
西
新
町
） 

　
環
境
は
二
十
一
世
紀
の
キ
ー

ワ
ー
ド
の
一
つ
と
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
今
日
、
長
洲
町
の
次
代
を

担
う
子
・
孫
が
父
母
と
共
に
将

来
に
亘
っ
て
長
洲
町
に
定
住
す

る
環
境
を
整
備
し
、
子
育
て
も

老
後
も
安
心
で
暮
ら
せ
る
町
を

目
標
と
し
、
町
の
運
営
が
適
正

に
行
わ
れ
て
い
る
か
論
議
し
て

い
き
た
い
。 

杉
本
　
勝
彦 

（
向
　
野
） 

　
十
月
一
日
、
私
は
初
当
選
し
、

議
員
と
し
て
当
選
証
書
を
戴
き
、

そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
ひ
し
ひ

し
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

二
十
一
世
紀
の
長
洲
町
が
住
み

よ
い
誇
れ
る
よ
う
な
町
づ
く
り

の
為
、
公
正
な
判
断
と
清
潔
な

政
治
を
、
情
熱
を
以
て
努
力
い

た
す
覚
悟
で
す
。
今
後
と
も
町

民
の
方
々
の
ご
支
援
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

徳
永
　
範
昭 

（
葛
　
輪
） 

　
皆
様
か
ら
の
ご
支
援
に
よ
り

当
選
さ
せ
て
頂
き
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
財
政
の
厳
し
い

中
、
効
果
的
財
政
運
営
を
要
請

し
教
育
環
境
の
充
実
と
人
づ
く

り
、
町
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
、

農
工
商
漁
業
の
振
興
等
、
活
力

に
満
ち
た
明
る
く
住
み
よ
い
郷

土
発
展
の
た
め
全
力
を
尽
く
し

て
ま
い
り
ま
す
。 

○
市
原
　
一
廣 

（
下
　
東
） 

　
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
時

の
町
民
の
皆
様
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
る
事
な
く
、
こ
の

厳
し
い
財
政
の
中
で
こ
の
町
が

進
ん
で
い
く
方
向
を
明
確
に
し
、

ま
た
灯
り
を
と
も
し
て
い
け
る

よ
う
、
皆
様
方
の
ご
指
導
を
仰

ぎ
な
が
ら
努
力
、
精
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。 

議
　
長
　
松
野
　
　
司 

（
清
源
寺
） 

　
前
世
紀
の
終
末
、
バ
ブ
ル
が

弾
け
た
。
金
融
機
関
ま
で
が
倒

産
の
破
目
に
陥
っ
た
。
そ
れ
で

も
政
財
界
は
無
策
…
傍
観
の
体

た
ら
く
。
そ
れ
で
新
世
紀
の
幕

開
け
は
、
町
内
企
業
で
も
リ
ス

ト
ラ
・
賃
金
カ
ッ
ト
と
い
う
生

き
残
り
施
策
が
展
開
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
今
、「
町
は
・

議
会
は
…
」
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
？
心
血
注
ぎ
た
い
。 

住民
参加の 町づくり町づくり

◎
宮
島
　
省
一 

（
平
　
原
） 

　
町
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
関
の
一

員
と
し
て
、
私
は
限
ら
れ
た
財

源
が
最
も
効
果
的
に
投
下
さ
れ

る
よ
う
現
在
運
営
さ
れ
て
い
る

業
務
や
シ
ス
テ
ム
の
チ
ェ
ッ
ク

を
実
施
し
、
見
直
し
及
び
改
善

等
を
行
い
財
政
の
健
全
化
を
計

り
町
政
の
向
上
に
努
力
し
ま
す
。 

◎
城
戸
　
清
剛 

（
赤
　
崎
） 

　
多
大
な
る
ご
支
援
で
”議
会
“ 

へ
送
っ
て
戴
き
、
そ
の
重
責
を

再
認
識
し
て
お
り
ま
す
。 

　
町
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

環
境
・
福
祉
・
教
育
・
産
業
等
、

生
活
密
着
の
諸
問
題
に
敢
然
と

立
ち
向
か
い
、『
活
力
あ
る
町

づ
く
り
・
郷
土
発
展
』
の
為
に

積
極
的
に
取
り
組
む
所
存
で
す
。 

　
小
生
の
信
条

”一
意
専
心
“ 

濱
村
　
芳
光 

（
向
　
野
） 

総
　
務

総
　
務

文
教
厚
生

文
教
厚
生

建
設
経
済

総
　
務

文
教
厚
生



○
吉
田
　
　
正 

（
腹
赤
新
町
） 

　
二
期
八
年
間
の
反
省
を
し
、

議
員
と
し
て
自
覚
と
責
任
を
忘

れ
ず
将
来
へ
の
夢
と
希
望
を
持

ち
、
皆
様
方
の
代
弁
者
と
し
て

町
政
に
反
映
で
き
る
よ
う
一
生

懸
命
頑
張
り
ま
す
。 

◎
濱
田
　
　
　 

（
清
源
寺
） 

　
二
十
一
世
紀
初
年
度
に
あ
た

り
輝
か
し
い
新
生
長
洲
町
を
町

民
各
位
と
議
会
、
執
行
部
が
一

体
と
な
り
、
車
の
両
輪
の
ご
と

く
英
知
を
結
集
し
、
何
事
に
も

砕
け
る
事
な
く
邁
進
し
、
長
洲

町
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
言
え

る
、
そ
し
て
今
の
子
ど
も
達
に

誇
れ
る
町
づ
く
り
の
為
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

副
議
長
　
山
村
　
良
臣 

（
上
沖
洲
） 

　
地
方
分
権
時
代
を
迎
え
、
議

員
と
し
て
の
責
務
・
役
割
は
、

よ
り
一
層
重
要
と
な
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。 

　
先
般
、
長
洲
町
で
は
議
会
独

自
の
情
報
公
開
条
例
が
制
定
で

き
、
今
後
は
更
に
町
民
の
多
様

な
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
な

が
ら
、
豊
か
な
住
み
よ
い
長
洲

町
実
現
に
向
け
、
開
か
れ
た
身

近
な
議
会
を
目
指
し
、
議
会
の

活
性
化
を
積
極
的
に
進
め
、
町

民
の
負
託
に
応
え
て
い
き
た
い
。 

川
本
　
幸
昭 

（
東
荒
神
） 

　
長
洲
町
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し

は
出
口
の
見
え
な
い
不
況
、
不

景
気
、
雇
用
不
安
の
中
で
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

　
私
は
、
今
こ
そ
税
金
の
使
い

道
を
「
町
民
本
意
」
に
切
り
替

え
、
地
場
産
業
の
振
興
と
福
祉
、

医
療
、
教
育
を
大
切
に
す
る
「
町

民
こ
そ
主
人
公
」
の
町
政
実
現

を
め
ざ
し
奮
闘
し
ま
す
。 

上
野
　
弓
雄 

（
平
　
原
） 

　
町
の
振
興
計
画
、
財
政
状
況

を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
予
算

執
行
が
無
駄
な
く
効
率
的
に
運

用
さ
れ
て
い
る
か
、
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
す
。
ま
た
積
極
的
に
情
報

を
提
供
し
て
、
住
民
の
皆
様
と

機
会
あ
る
ご
と
に
意
見
を
交
わ

し
、
皆
様
の
意
見
、
要
望
を
町

政
に
反
映
で
き
る
よ
う
努
力
し

ま
す
。 

中
逸
　
章
二 

（
中
　
町
） 

　
今
回
五
度
目
の
当
選
を
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
中
逸
で
ご
ざ
い

ま
す
。
二
十
一
世
紀
い
よ
い
よ

地
方
分
権
の
時
代
の
幕
開
け
、

子
ど
も
の
視
点
に
立
っ
た
環
境

整
備
や
、
ス
ポ
ー
ツ
等
を
通
じ

た
健
康
な
高
齢
化
社
会
等
々
、

元
気
な
長
洲
町
を
次
の
世
代
に

引
き
継
ぐ
よ
う
努
力
す
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。 

住民
参加の 町づくり

住民
参加の

松
井
　
一
也 

（
大
明
神
） 

　
一
期
四
年
間
の
議
員
活
動
を

も
と
に
、
地
方
分
権
の
時
代
の

中
、
票
の
重
み
を
謙
虚
に
う
け

と
め
、
新
し
い
感
覚
で
町
民
の

皆
様
方
の
期
待
に
添
う
よ
う
精

一
杯
努
力
い
た
し
ま
す
。
今
後

と
も
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
方
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

永
田
　
則
人 

（
松
　
原
） 

　
政
治
と
は
、
多
数
の
幸
福
の

為
に
、
あ
た
た
か
い
光
を
平
等

に
充
て
る
最
善
の
手
段
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
私
は
ふ
れ
あ
う

皆
様
方
の
代
弁
者
と
し
て
、
そ

の
可
能
性
に
清
潔
で
誠
実
に
、

情
熱
を
燃
や
し
全
力
を
尽
く
し

ま
す
。 

　
常
に
住
民
の
皆
様
の
ご
意
見

を
拝
聴
し
、
公
正
を
旨
と
し
て

一
つ
で
も
多
く
の
声
を
町
政
に

反
映
で
き
る
よ
う
に
最
善
の
努

力
を
尽
く
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
教
育
・
福
祉
の
充
実
、

快
適
な
生
活
環
境
の
整
備
に
取

り
組
み
、
本
町
の
発
展
の
た
め

に
努
め
ま
す
。 

大
山
真
理
子 

（
建
　
浜
） 

　
町
村
合
併
や
ゴ
ミ
処
理
施
設

建
設
等
、
こ
れ
か
ら
は
町
民
へ

の
情
報
の
提
供
、
町
民
と
の
問

題
の
共
有
化
が
重
要
に
な
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
そ
の
状
況

づ
く
り
を
、
今
期
議
員
活
動
の

第
一
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。 

　
云
う
は
易
し
、
行
う
は
難
し

で
す
が
、
町
民
と
私
の
約
束
と

し
て
実
践
し
て
い
き
ま
す
。 

総
　
務

文
教
厚
生

建
設
経
済

建
設
経
済

建
設
経
済



次の３つの常任委員会は、各担当する事務の調査及び請願、陳情等を審査します。 

会
議
等
の
あ
ら
ま
し

総務常任委員会
総務、企画、税務、財政、収入役、

選管、監査事務局等を担当します。 

委

員

長 

宮
島
　
省
一 

副
委
員
長 

福
永
　
栄
助 

委
　
　
員 

徳
永
　
範
昭 

　

〃 

杉
本
　
勝
彦 

　

〃 

池
上
　
満
則 

　

〃 

松
野
　
　
司 

文教厚生常任委員会
教育委員会、住民環境、保健介護、福

祉保育、水道、下水道等を担当します。 
委

員

長 

城
戸
　
清
剛 

副
委
員
長 

市
原
　
一
廣 

委
　
　
員 
濱
村
　
芳
光 

　

〃 

山
村
　
良
臣 

　

〃 

永
田
　
則
人 

　

〃 

川
本
　
幸
昭 

建設経済常任委員会

委

員

長 

濱
田
　
　 

副
委
員
長 

吉
田
　
　
正 

委
　
　
員 

松
井
　
一
也 

　

〃 

上
野
　
弓
雄 

　

〃 

大
山
真
理
子 

　

〃 

中
逸
　
章
二 

議会運営委員会
議長の諮問に関する事の他、議会

運営等を担当します。 

委

員

長 

福
永
　
栄
助 

副
委
員
長 

大
山
真
理
子 

委
　
　
員 

松
井
　
一
也 

　

〃 

上
野
　
弓
雄 

　

〃 

中
逸
　
章
二 

政治倫理審査会
町議会議員の資産等報告書の審査

や、その他の処理を行います。 

委

員

長 

大
山
真
理
子 

副
委
員
長 

上
野
　
弓
雄 

委
　
　
員 

市
原
　
一
廣 

　

〃 

福
永
　
栄
助 

　

〃 

松
井
　
一
也 

　

〃 

中
逸
　
章
二 

議会広報委員会
町議会の活動状況等を広く地域住

民に伝えるための「議会だより」

を担当します。 
委

員

長 

城
戸
　
清
剛 

副
委
員
長 

徳
永
　
範
昭 

委
　
　
員 

市
原
　
一
廣 

　

〃 

宮
島
　
省
一 

　

〃 

吉
田
　
　
正 

　

〃 

濱
田
　
　 

　
選
挙
に
お
い
て
、
次
の
方
々

が
当
選
し
ま
し
た
。 

 

★
　
議
長
選
挙
（
結
果
） 

　
当
　
松
野
　
　
司
　
十
一
票 

　
　
　
中
逸
　
章
二
　
　
六
票 

　
　
　
川
本
　
幸
昭
　
　
一
票 

 

★
　
副
議
長
選
挙
（
結
果
） 

　
当
　
山
村
　
良
臣
　
　
十
票 

　
　
　
濱
田
　
　
　
　
　
六
票 

　
　
　
中
逸
　
章
二
　
　
一
票 

　
　
　
川
本
　
幸
昭
　
　
一
票 

 

★
　
有
明
広
域
行
政
事
務
組
合 

　
議
会
議
員
（
結
果
） 

　
当
　
永
田
　
則
人
　
十
一
票 

　
当
　
中
逸
　
章
二
　
　
六
票 

　
　
　
川
本
　
幸
昭
　
　
一
票 

 

★
　
監
査
委
員
の
選
任 

　
議
員
の
中
か
ら
選
出
す
る
監

査
委
員
に
、
次
の
方
を
選
任
し

ま
し
た
。 

　
　
上
野
　
弓
雄 

（
敬
称
略
） 

 

　
そ
の
他
、
議
席
の
指
定
・
常

任
委
員
会
委
員
の
選
任
・
議
会

運
営
委
員
会
委
員
の
選
任
・
議

会
政
治
倫
理
審
査
会
委
員
の
選

任
・
議
会
広
報
委
員
会
委
員
の

選
任
等
に
つ
い
て
審
議
し
、
決

定
し
ま
し
た
。 

産業振興、建設、農業委員会等を担当します。 

総務常任委員会文教厚生常任委員会

建設経済常任委員会

議会運営委員会政治倫理審査会議会広報委員会



総務常任委員会文教厚生常任委員会

建設経済常任委員会

議会運営委員会政治倫理審査会議会広報委員会

議
　
場
　
風
　
景

一 般 傍 聴 席

（ 議 席 紹 介 ）

９ 
松　井 

10 
上　野 

書記席 

13 
濱　田 

14 
山　村 

15 
永　田 

16 
川　本 

17 
中　逸 

18 
松　野 

７ 
宮　島 

８ 
福　永 

11 
大　山 

12 
吉　田 

１ 
市　原 

２ 
濱　村 

３ 
徳　永 

４ 
杉　本 

５ 
城　戸 

６ 
池　上 

企　画 
課　長 

出入口 

総　務 
課　長 

助　役 町　長 収入役 書　記 

登壇席 

教育長 
学　務 
課　長 

生涯学習 
課　長 

住民環境 
課　長 

産業振興 
課　長 

建　設 
課　長 

総括審議員 
財政課長  

保健介護 
課　長 

税　務 
課　長 

議　会 
事務局長 

議　長 

総　括 
審議員 

文　化 
課　長 

水道課下水道 
課　長 

福祉保育 
課　長 

高校総体 
推進室長 

監　査 
委　員 

一
般
質
問
席 

（数字は議席番号） 

農業委員会 
事務局長  
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１
 

★
先
般
の
初
議
会
で

”議
会
だ

よ
り
“
の
編
集
委
員
に
六
名
が

決
定
し
た
。
そ
の
全
員
が
、
偶

然
に
も
未
経
験
者
ば
か
り
で
あ

る
。
過
去
二
年
間
、
住
民
の
方

へ
紙
面
で
の
議
会
情
報
が
疎
遠

が
ち
に
な
っ
て
お
り
、
議
会
の

透
明
性
・
情
報
公
開
の
意
味
合

い
か
ら
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
感
覚
で 

”親
し
ま
れ
る
議
会
だ
よ
り
“
を

め
ざ
し
ま
す
。
　
　
　
（
城
戸
） 

★
各
常
任
委
員
会
よ
り
二
名
の

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
に
指
名

さ
れ
た
。
い
ざ
や
っ
て
み
る
と

自
分
の
力
が
問
わ
れ
る
。
町
民

の
方
は
見
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か

心
配
で
す
。
次
号
か
ら
は
町
民

の
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
議
会
だ

よ
り
に
努
め
ま
す
。
　
　（
徳
永
） 

★
「
議
会
だ
よ
り
」
の
復
活
を

私
も
一
町
民
と
し
て
念
願
し
て

お
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
町

の
方
向
性
や
議
会
活
動
の
実
際
を
、

で
き
る
限
り
分
か
り
や
す
い
紙

面
で
町
民
の
皆
様
に
伝
え
て
い

け
る
よ
う
心
掛
け
て
ま
い
り
ま
す
。

お
気
づ
き
の
点
は
ど
ん
ど
ん
ご

指
摘
お
願
い
し
ま
す
。
　（
市
原
） 

な
が
す
議
会
だ
よ
り
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13.10.22  議員全員協議会 

13.10.23  城北三郡町村議会議員研修会（植木町） 

13.10.26  第２回臨時会（議員改選後の初議会） 

13.10.29  玉名郡町村議会議長会臨時会議（玉名市） 

13.11.６ 新潟県北蒲原郡町村議会議長会より議会運 

 営、情報公開に関する視察 

  県町村議会広報研修会（熊本市） 

13.11.12  議会運営委員会 

 議会広報委員会 

13.11.20  熊本県町村議会議長会臨時総会（熊本市） 

  議会広報委員会 

13.11.22  議員全員協議会、議会広報委員会 

13.11.23  荒尾玉名地区地域市町村合併問題研究会 

  （玉名市）　 

13.11.26  上益城郡御船町議会より情報公開に関する 

 視察 

13.11.27  青森県南津軽郡藤崎町議会より議会運営に 

 関する視察 

皆
さ
ん
の
議
会
を

　
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

皆
さ
ん
の
議
会
を

　
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　
議
会
は
公
開
が
原
則
で
す
。 

傍
聴
人
が
増
え
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

※
次
の
定
例
会
は
十
二
月
十
一
日
開
会
。 

新編集委員です。よろしく！新編集委員です。よろしく！新編集委員です。よろしく！

左から吉田、宮島、徳永、城戸、濱田、市原の各委員 




